




































 国内外で実施される学習評価において，従来の紙筆型調査（Paper-based Assessment, 以
下 PBA と略記）から，PC 端末やタブレット端末を使⽤するコンピュータ使⽤型調査




PBT（Paper-based Testing）や CBT（Computer-based Testing）という⽤語が⽤いられる
こともあるが，本研究では，分析対象とするデータが収集された国際学⼒調査の⽂脈で⽤い





研究課題２：⼩学４年⽣の PBA と CBA における算数の得点の差を明らかにする。 













 第４章では，研究課題１に関連して，タブレット端末と PC 端末を⽤いた⼩学⽣と中学⽣
の⽂字⼊⼒スキルの⽐較分析を⾏った。 
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【第 1 章】 
 第 1 章では，まず，教育評価における国内外の動向を概観し，調査モードの変更が進みつ
つあること，すなわち，従来の PBA に代わって，CBA が導⼊されつつある現状について説
明した。国際⽐較調査においては PISA が 2015 年調査から全⾯的に CBA に移⾏し，TIMSS































【第 2 章】 































【第 4 章】 
























【第 5 章】 
 第５章で独⽴変数とした要因は「調査モード」と「⽂字⼊⼒⽅式」の組合せである。解答
者は，PBA 群，CBA／PC−QWERTY 配列群，CBA／タブレット−QWERTY 配列群，
CBA／タブレット−ケータイ配列群の 4 群に分類された。 
 まず，算数得点に関連して，問題 11 問を対象とした信頼性の検討の項⽬分析を⾏った。
CBA 群では，いずれの⽂字⼊⼒⽅式の場合も，PBA 群よりもα係数が低い値であり，その
中でも特に，PC−QWERTY 配列群のα係数が低い値であった。このことから，調査アプ

















【第 6 章】 




対象者は 3 群に分類された。すなわち，PC−QWERTY 配列群，タブレット−QWERTY 配
列群，タブレット−ケータイ配列群の３群である。さらに，それらの３群には，それぞれ，







配列群，タブレット−ケータイ配列群について，それぞれが内包する PBA 群と CBA 群で，
算数得点と⼊⼒⽂字数の相関の程度を⽐較した。その結果，PC−QWERTY 配列群とタブ
レット−QWERTY 配列群の 2 群では，いずれも CBA 群の⽅が PBA 群よりも算数得点と
⼊⼒⽂字数の相関の程度が強かった。このことから，QWERTY 配列を⽤いた場合の⽇本語
⽂字⼊⼒スキルが CBA の算数得点に影響するという仮説が形成された。⼀⽅，タブレット








【第 7 章】 
 第 7 章では，本研究全体の成果について概観した。 




章では，⼩学４年⽣の PBA と CBA の算数得点を分析した結果，CBA でのローマ字⼊⼒が
得点に影響を与えており，学⼒調査における我が国特有のモードエフェクトの存在が⽰され
た。第６章では，⼩学４年⽣のCBAの算数得点と⽂字⼊⼒スキルとの関係を検討した結果，
キー配列の種類によって算数得点と⼊⼒⽂字数の相関の様相が異なっていることが明らか
になった。以上の結果を総合すると，⽇本語のローマ字表記による⽂字⼊⼒が学⼒調査の得
点にマイナスの影響を与えることが強く⽰唆された。 
 本研究で⽤いた分析⼿法や得られた分析結果は，今後の研究の基盤を提供するものとして
有意義である。しかしながら，調査設計やサンプルの制約，分析対象の教科や問題数，問題
形式の限定も存在している。今後，より⼤きなサンプルで算数以外の教科や記述式の問題を
より多く含む調査を⾏い，更なる検証を⾏うことが望ましい。また，本研究に関連して，CBA
における解答者の取り組みの詳細を認知的側⾯から解明することも考えられる。調査中の解
答者の⾏動を時系列的に分析することで，解答者の解答活動を促進，あるいは，阻害する要
因の解明が期待される。情報機器リテラシーに関する個々の解答者の個別事情が成績に与え
る影響の分析も必要であろう。 
 本研究により，我が国独⾃の⽂字⼊⼒⽅式が，我が国特有のモードエフェクトを作り出し
ていることが明らかになった。各国の状況を⼗分に勘案したモードエフェクトの議論と検討
の重要性を強く提起するものである。現在，情報機器にかかわる技術開発が進展しつつある。
それが教育測定にも適⽤され，評価ツールは変⾰期にある。被評価者である児童⽣徒は測定
されるべき内容と同時に情報機器操作においても修得の途上にある。わが国の CBA におけ
るモードエフェクトの解消に向けて学習者に視点を置く注意深い検討が重要であり，そのた
めの実証的な研究成果の蓄積が求められる。 
